
小学校における学年担任制、
教科担任制と交流指導の実際

~学年みんなが担任 2ndステージ~

栗東市立葉山東小学校
児童数： 514名
教職員数：40名

令和４年(2022年)11月11日
第３回滋賀県総合教育会議
資 料 ３
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説明の流れ

①本校の課題

②取組導入のねらい

③取組の内容

④成果と課題

⑤今後の取組
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生徒指導上の課題
（子ども）自分で判断し、主体的により良く行動しよう

とする意識の向上
(教職員）生徒指導上の情報を共有する時間の確保

互いの指導手法などを学び合う機会の確保

学力向上に係る課題
（子ども）自分で課題をみつけ、主体的に取り組む学習

の定着
（教職員）教科・教材研究の時間確保、専門性の向上

（特に若手教員における授業力向上）

①本校の課題
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〇子どもたちを複数の目で見守り、学級崩壊等の学級
の課題に対して組織で対応するために

〇学びの質の向上やそのための時間の確保のために

教科担任制
学級担任や担任外の教員が一部の教科を
担当し、学年のどの学級でも同じ教科を
１人の教員が担当して指導する

交換授業
道徳の学習で、３つの題材を１セットに
して１つの題材を１人の教員が担い、３
学級とも同じ教員が同じ題材で授業を行
う

交流指導
週５日のうち木曜日を担任が入れ替わ
り、朝の会・給食・掃除・帰りの会を行
う

教材研究
の深化

児童理解

教員業務
の効率化

学年会の充実
一部教科担任制や交換授業、交流指導を
行う中で見えてきた課題を共有し、早期
に方策を立てる

児童の学力向上

児童の心の安定

教員の負担軽減

PDCAサイクルの確立
学校評価アンケートや学年主任会
で定期的に評価、改善しながら取
り組む

②取組導入のねらい 結果として
子どもたちが
安心して

過ごし学べる
学校を

具

体

的

な

取

組
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教科担任制
学級担任や担任外の教員が一部の教科を専門的に
担当し、学年のどの学級でも同じ教科を、
一人の教員が担当して指導する

同学年担任と教務による分担のほか、
・小学校専科(教科担任制)教員
・パイオニア実践プロジェクト研究(英語専科指導)
も活用して実施

③取組の内容

葉山東小では、主に3年生以上で実施
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交換授業

ひとつの教科で、

教材や単元を３つ（学級数）で

１セットにして、

そのうちの１つを１人の教員が担い、

３学級ともその教員が授業を行う

葉山東小では、主に「道徳」で実施

③取組の内容
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交流指導

特定の曜日などに担任が入れ替わり、

朝の会や給食、掃除、帰りの会

の指導を行う

③取組の内容

葉山東小では、毎週木曜日に実施
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学年会の充実

・教科担任制や交換授業、交流指導を行う中での

「児童の様子や学年・学級」の課題

・「学年担任制」の成果や課題

などを共有し、改善に向けた方策を立てる

③取組の内容

学年担任制推進の要
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④成果と課題 ～学年主任会での総括～

・４～５月に学級づくり → ６月に学年担任制がよいスタートを

・事務量が減り、ゆとりができる → 子どもに丁寧に対応できる

・個々の学級での困りごとを共有できる

互いに授業に入ることで具体的に共有できる

一人で抱え込まず、遠慮なく入っていける関係が作れる

その週の取組や課題を共有できる

・他クラス（担任）の手法を学べる

研修会だけでは得られないものを継承する機会になる

・授業準備が合理化できる

同じ授業を３回できる 教科の専門性を向上

成果
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(７月実施の職員評価)
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全国学力学習状況調査児童質問紙より
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児童・保護者の声より

（児童）
「隣のクラスの先生が来てくれるのはうれしい」
「いろいろな話を聞けるので、おもしろい」
「担任の先生がいないときなど、他の先生にも相談できる」
「○○先生の△△科は、おもしろい」

（保護者）
「子どもから聞く先生の名前が増え、保護者としても相談
できる相手が増えるように思う」

「中学校への接続に向けていいことだと思う」
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課題
・担任との連携上の課題

交流指導の日にも連絡帳の対応かなりの数

担任でないと対応できないこともある

・担当教科による負担の偏り

準備にかかる時間などが、教科により差がある

・教科の指導経験に偏りができる

特に若手層で、長期的なスパンでの育成が必要

・週予定表（時間割）の作成が複雑

特に教務主任・学年主任に負担

④成果と課題
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抱え込まず、困り感をオープンにできる
職員風土を醸成

⑤今後の取組

学年担任制を一層円滑に実施し、子どもが
安心して過ごし学べる学校にするために
◎学年会の励行
◎子どもたちの様子や学習指導の課題を共有
◎互いに積極的に発信する

課題で終わらず
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